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◆特集 グローバル人材を育成しようとする動き

□１ スーパーグローバル大学（ ）SGU

大学生の「内向き思考」が叫ばれる中、日本の大学でも、世界に出て行くことのできる人
材、世界規模でものを考えようとする人材を真剣に育てようという動きが出てきました。こ
うした動きに対し、真剣に取り組む大学を政府は支援することにしました。なかでも、日本
の大学全体の国際競争力を高めるためのモデルとなる取り組みを支援するのが 「スーパーグ、
ローバル大学創生支援事業」です。

文部科学省は、この「スーパーグローバル大学」に、国立大学 校、公立大学 校、私立21 2
14 37 37 55 8大学 校の計 校を選びました 採択された 大学を合わせると学生 万人 教職員は。 、

万人になるそうで、この大きな規模で、徹底した国際化が進めば、かなりのインパクトがあ
ると、文部科学省も期待しているようです。

採択校の 大学は 「トップ型」と「グローバル化牽引型」の 種類に大きく分類するこ37 2、
100とができます トップ型 は 海外からも優秀な教員を獲得し 世界大学ランキングトップ。「 」 、 、

以内を目指せる実力を備えた大学を支援するもので、東京大学・京都大学・北海道大学・慶
應義塾大学・早稲田大学などが名を連ねています。一方 「グローバル化牽引型」は、これま、
での実績をもとに、さらに新たな取り組みに挑戦しようとする意欲的な大学を支援するもの
で、国際教養大学・東京外国語大学・金沢大学・立命館大学などの大学が採択されました。

世界の大学ランキングは、さまざまな機関から出され、一概に「公平」といえない側面も
あるようです。例えば、英語圏にある機関がランキングを出すことが多く、英語で授業して
いる大学の評価が上がりやすいなど、いろいろと言われていますので、ご参考までに。

、 、「 」 、ちなみに 今回採択された大学に入学すれば グローバル人材になれる と考えることは
大きな間違い
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□２ 「グローバル入試」や「国際バカロレア」

世界規模で活躍する人材育成に力を入れている大学・学部では、ＡＯ入試などの形で、従
来の入試の型に当てはまらない独特な入試方式を取り入れている大学が増えてきました。例
えば、関西学院大学のように 「国際貢献活動を志す者のための入学試験」など全学部体制で、
実施する大学もあります。ちなみに「グローバル入試」という言葉は通称であり、各大学に
よって名称や実施方法は様々です。現在はまだ、知名度は低いのですが、求める人材を選抜
するため大学側は真剣に取り組んでいます。さらに大学入試センター試験廃止後の新たな入
試制度において、生き残るためのノウハウを蓄積することにもつながると私は見ています。

最近、特に注目を集めているのが 「国際バカロレア（ＩＢ 」です。これは、スイスのジ、 ）
ュネーブに本部を置く、国際バカロレア機構が提供する国際的な教育プログラムです。もと

、 、 、もと 様々な国で仕事をしておられる人の子どもを対象に 世界共通の大学入試資格および
、 。成績証明書を与えることを目指したもので 日本での認定校は現在２７校しかないそうです

しかし、 年度までに、国際バカロレアの国内認定校・候補校を 校まで増やすという2018 200
目標を文部科学省が示したため、一気に大学入試でも注目を集めることとなりました。

さて、この国際バカロレアとはどのような教育プログラムなのでしょうか。講義型の授業
もありますが 大部分はディスカッションやプレゼンテーション 実験などを取り入れた 探、 、 「
求型」の授業だそうです。詳しくは、ＨＰなどで確認してみてください。国際バカロレアを
入試の選考に一部取り入れている大学は 校以上になり、中でも国公立大学が導入に積極250
的です。来年度から始まる東京大学の推薦入試の出願要件の一部にも入ることが決まりまし
た。早稲田大・慶應義塾大・上智大はそれぞれすでに導入済みですが、北大や東北大等でも
導入を検討中とのことです。

「国際バカロレア」認定校でなければ、無関係な話のように感じる人もいるかもしれませ
ん。確かに認定校でなければ、国際バカロレアの大学入学資格は取得できないため、認定校



以外に通う高校生は、この資格を必要とする入学選考を受けることはできません。つまり、
いわゆる一般入試を受けることになるのですが、大学が求めている学生像を知る手がかりに
はなるのではないでしょうか。少しずつ、入試は動きつつあります。

□３ 東京海洋大学・海洋科学部の入試変更（現 年生の入試から）2

国公立大学の中に「東京海洋大学」という大学があるのをご存じでしょうか。湖陵からも
そんなに大人数ではありませんが、毎年志望する生徒がいる大学です。その大学の海洋科学
部の入試が来年度から大きく変わります。英語に関して、外部資格を取得していないと出願
すらできなくなるのです。推薦入試やＡＯ入試は来年度からすぐに実施されます。一般入試
の前期日程・後期日程に限り、現在の 年生・ 年生については、移行措置で、大学入試セ2 1
ンター試験の英語の得点を一定以上取ると資格がなくても、出願できたりします。しかし、
入学してくる新 年生からは、以下に示す英語の資格を持っていなければ、出願すらできな1

。 、 。くなります 学科によって条件等は異なりますので 志望者は以下をよく確認してください
以下に、公表されている、東京海洋大学の海洋科学部の入試 ＆ を載せておきます。Q A

このような動きは加速しつつありますが、今後も注目する必要があります。


